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IS01-1 ワクチンの果たしてきた役割とワクチン研究開発展望
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1第一三共

　ワクチンは、感染症からヒトを守るためにこれまで大きな役割を果たしてきた。ワクチンが、感染
症の発生抑制や重症化予防に貢献しているが、その効果は疫学情報の収集とその分析がなければ認識
することが困難である。また、新型インフルエンザや新興・再興感染症に対してもワクチンは有効な
手段であり、これらのワクチンは国の危機管理の観点からも重要である。
　我が国は予防接種の副反応による健康被害の問題を背景に予防接種行政に慎重な対応が求められて
きた経緯から、研究開発が進まずいわゆるワクチンギャップを招いてきた。2014年、厚生労働省は、「予
防接種に関する基本的な計画」を発表し、予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた
めの基本的な計画として、今後の予防接種に関する中長期的なビジョンを示した。ワクチンで防げる
疾病はワクチンで予防するという基本理念のもと、科学的根拠に基づいて予防接種施策が推進される
ことが求められている。基本計画のもと、すでに製造販売承認を得ているワクチンの定期接種の位置
づけについて評価・検討が推進されているとともに、医療ニーズ及び疾病負荷等を踏まえた感染症対
策に必要な新たなワクチンの開発が期待されている。開発が求められているワクチンの実用化には革
新的な技術と大きな投資が必要であり、産官学の連携の下、日本が世界に先駆け新規ワクチンを開発
することが期待される。
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　国際連合により制定された持続可能な開発目標（SDGs）の「３．すべての人に健康と福祉を」では，
「すべての人々に対する（中略）安全で効果的、かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンのアクセス
提供を含む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）を達成する」ことを目指している．予防接
種はこれまで，多くの疾病の流行の防止に大きな成果をあげ，感染症による患者の発生や死亡者の大
幅な減少をもたらすなど，感染症対策上重要な役割を果たしてきた．このためには，疫学調査，社会
制度の整備，投資，技術革新，国際連携などのいずれもが不可欠な要素である．
　国際薬学連合（FIP）は，薬剤師が一般の人々に最も近い医療従事者として，ワクチンの接種などを
含む，個人や地域社会を対象とした医療や健康増進・病気の予防に貢献することを奨励している．い
くつかの国では薬剤師によるワクチン投与が認められており，FIP はその現状について調査し，その
結果を Global report にまとめている．本フォーラムでは，ワクチンが予防に果たしてきた役割，ワク
チン開発の経緯とその展望について総括し，ウイルスベクタープラットフォームを基盤としたベクター
を利用した新規マラリアワクチンと，インフルエンザウイルスの経鼻投与型ワクチンの研究開発につ
いての報告のち，ワクチン投与に関わる世界の薬剤師と地域薬局の現状とこれに関わる FIP の活動に
ついて紹介する．
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